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1 会の名称 :西町国際クラブ (NishimachilntemationalClub)通称NIC(ニ
ック)｡





5 活動 :日本人会員と留学生家族が良い友達関係を築 くための手段 として､
次項に示す様々な活動を行っている｡ 活動は基本的には日本人会員による
支援活動であるが､日本人が一方的にサービスするのではなく､giveand






①出身国の紹介 :これまで17カ国前後の紹介スピーチを行った｡ 国の文化 ･
歴史 ･地理 ･気候 ･生活習慣 ･簡単な会話､文字など､ビデオや写真など
を使って紹介する｡ 使用言語はできるだけ日本語 とし､日本語が無理な場
合は､英語その他で説明させ､会員が通訳する｡ 講師を依頼された会員は
いずれも積極的に準備 し､発表 している (資料の写真(∋参照)｡
(∋手工芸品の制作 :会員の誰かが手工芸を習ってきて講師となる｡ これまで








④民族衣装の着付け :これまでインド･インドネシア ･タイ ･日本などの着
付けを行った｡外国人会員は自国の民族衣装を持ってきており､それらを
快 く提供 し､紹介と着付けをしてくれる｡










れまでに新聞社 ･博物館 ･科学館 ･ゴミ処理工場 ･醤油工場などを訪問し
た｡
(∋各種パーティーの開催 :NIC設立記念 ･忘年会 ･帰国する外国人会員の送
別会などを行 う｡ 各国の手作 りの食べ物持ち寄 り形式で行 うことが多い
(資料の写真(む参照)｡
⑧ 日本的な文化や行事の体験 :書道 ･華道 ･茶道などの指導ができる師範級
の人に､ボランティアによる講師を依頼する｡ その他､篤志家の協力で､
雛祭 り･お花見 ･菖蒲見物 ･七夕 ･月見茶会 ･みかん狩 りなど季節的な行
事も体験 した｡

































































外国人会員数 5 9 17 22 21 27 24 27 33 23 13 4
参加者数/例会 5 6 8 8 ll 10 9 12 12 8 5 2
日本人会員数 5 15 17 20 30 32 30 25 26 22 19 14
参加者数/例会 5 8 12 9 12 10 7 ll 12 ll ll 10
備考欄 *1､*2:｢問題点｣の項を参照
表に示すとおり､外国人会員の例会参加者数が多いのは､1996年-2000年























④バザー収入 : ｢活動内容｣で述べた各種のバザーにおける収入｡売 り上げ
は多 くはないが､会員の手作 りによる各国のお菓子や手工芸品､リサイク
ル品などを販売する｡



























































































け込み寺｣的な存在 も必要であろう｡ その様な受け皿を常に用意 してお くこ
とは真の国際交流の助けになると考える｡
前述の通 り､活動の続行には難 しい問題があるが､この活動は留学生教育
の実を上げるために大 きく貢献するものと確信する｡ 今後 もNICの存在 を更
に広 くPRL､外国人会員を増やす努力を続けたいと考えている｡
NICの円滑な活動が継続できるように､関係者の理解 と支援ならびに協力
を期待する｡
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